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ベルギーでは，強制わいせつ罪（attentat à la pudeur）及び「窃視・盗撮行
為（voyeurisme）」に関する諸規定を改正する 2016 年 2 月 1 日法によって，
強制わいせつ罪を中心に性犯罪に関連する刑法改正が行われた1）。この改正
によって成人に対する強制わいせつ罪の成立範囲が拡大されるとともに，窃
視・盗撮行為に関する独立した処罰規定 （窃視・盗撮罪） （371/1 条） が新設され
た。さらに強制性交等罪（強姦罪）の成立要件としての被害者の同意が欠如











































2016 年法による改正前の成人に対する強制わいせつ罪（刑法 373 条 1 項）
は，「男性または女性に対して，暴行または脅迫によって行われたわいせつ
行為は 6 月以上 5 年以下の拘禁刑に処する。」と規定されていた。16 歳未満
の者に対する強制わいせつ罪については，暴行または脅迫という手段は不要
であり，法定刑は 5 年以上 10 年以下の懲役である（刑法 372 条 1 項）。また，
16 歳未満の者に対する強制わいせつ罪が直系尊属や兄弟姉妹等の被害者を
監護する立場の者によって行われたときには，法定刑も 10 年以上 15 年以下
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の懲役に加重される（刑法 372 条 2 項）。16 歳以上の未成年者に対する強制わ
いせつ罪が暴行または脅迫を手段として行われたときには，法定刑は 5年以
上 10 年以下の懲役とされ（刑法 373 条 2 項），16 歳未満の者に対する強制わい
せつ罪が暴行または脅迫を手段として行われたときには，法定刑は 10 年以



























































































使って」の具体例としては，A が，B に対して，C と D 間の猥談に参加す
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るとしている。わが国においても，最大判平成 29 年 11 月 29 日73）は，最判


















として，刑法 226-1 条，226-2 条，226-2-1 条に盗撮行為に関連する規定が




故意に侵害する行為を 1 年の拘禁刑及び 45.000 ユーロの罰金で処罰する（1
項）。但し，上記の行為が，当事者が認識できる状態のもとで行われ，当事
者が当該行為を防止しうる状況にあったにもかかわらず防止しなかったとき





罪 （軽罪） が， 新聞またはテレビメディアによって行われたときには， 責任者
の確定に関して，報道を規制する特別法が適用される（2項）78）。刑法 226-2-1
条は 2016 年 10 月 7 日法によって新設された性的なプライバシーを侵害する
行為を処罰する規定である79）。同条は，前二条に定める犯罪（軽罪）が，公共
の場所または私的な場所で記録された性的な特色を表す言葉や画像にかかわ













ス破毀院は 2016 年 3 月 16 日判決で，いわゆるリベンジポルノに該当する行
為について，刑法 226-1 条・ 226-2 条の処罰の対象とはならないと判断し
た82）。そこで，撮影された性的な画像記録等を公開・配信する場合にも同意
が必要であることを明確にするため，刑法 226-2-1 条 2 項が設けられること
になった。
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典が，部分的な改正を繰り返しながらも，現役の刑法典として現存してい
る。現在，刑法の全面改正に向けて作業が進められており，刑法総則につい
ては改正案が示されている92）。性犯罪に関する規定についても，これまで幾
度かの改正が加えられてきたが，今回改正された性犯罪の規定については，
今後，刑法各則の改正作業においても反映されるものと考えられる。
ベルギーでは，強制わいせつ罪や強制性交等罪（強姦罪）等の性犯罪につ
いては，「家族の秩序及び公共の道徳に対する重罪または軽罪」に位置づけ
られているが，現在では個人の性的自由・性的自己決定を侵害する罪として
個人的法益に対する罪ととらえられている。性的意図という主観的要素が強
制わいせつ罪の成立要件として必要か否かという議論の変遷にも，保護法益
の議論が影響を及ぼしていると考えられる。
科学技術の進歩に伴って，新たに生起する盗撮行為等の犯罪行為に対して
どのような規制が必要かという点について，ベルギーやフランスでは刑法典
を改正して刑法犯として位置づけるという対策がとられた。わが国におい
て，上記行為を規制する法整備は既に行われているが，軽犯罪法や迷惑防止
条例等による規制には法定刑の水準という点では規制として限界があること
から，刑事規制のあり方については検討すべき課題が残されているともいえ
るであろう。
